
     

高

砂

が

近

世

都

市

と

し

て

成

立

し

た

の

は

、

慶

長

五

年

（

一

六

〇

〇

）

に

播

磨

一

国

五

二

万

石

の

領

主

と

な

っ

た

池

田

輝

政

の

高

砂

築

城

に

よ

る

と

さ

れ

て

い

ま

す

。 

『

池

田

家

履

歴

略

記

』

に

は

慶

長

十

七

年
（

一

六

一

二

）
の

項

に
「

造

高

砂

城

」
と

い

う

見

出

し

が

あ

り

、 

播

州

高

砂

の

城

は

い

に

し

ヘ

嘉

吉

年

中

松

岡

蔵

人

居

住

せ

し

か

、

段

々

廃

し

け

る

を

国 

清

公

中

村

主

殿

に

仰

て

今

年

城

普

請

有

て

中

村

を

目

代

と

せ

ら

れ

与

力

備

百

人

附

ら

る

、

か

く

て

長

三

十

三

尋

横

十

三

尋

の

大

船

并

千

石

余

の

大

船

百

艘

作

て

此

浦

に

貯

お

か

る 

と

記

さ

れ

て

い

ま

す

。

文

中

の

「

国

清

こ

く

せ

い

公こ

う

」

と

は

輝

政

、
「

中

村

主

殿

と

の

も

」

と

は

輝

政

か

ら

東

播

磨

八

郡

の

仕

置

き

を

命

じ

ら

れ

た

中

村

正

勝

の

こ

と

で

す

。

こ

の

史

料

は

一

七

九

九

年

の

序

文

を

も

つ

後

世

の

編

纂

物

で

す

の

で

信

憑

性

に

や

や

不

安

は

あ

り

ま

す

が

、

こ

れ

に

よ

っ

て

慶

長

十

七

年

に

高

砂

城

が

作

ら

れ

た

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。 

 

    

お

そ

ら

く

慶

長

六

年

か

ら

十

四

年

に

か

け

て

の

大

規

模

な

姫

路

築

城

が

一

段

落

し

た

の

ち

、

高

砂

築

城

に

着

手

し

た

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

『

慶

長

播

磨

国

絵

図

』（
天

理

大

学

図

書

館

蔵

）

に

も

城

と

高

砂

町

が

描

か

れ

て

い

ま

す

。

た

だ

し

そ

の

規

模

は

不

明

で

す

。

ま

た

、

近

世

都

市

の

成

立

と

い

う

こ

と

で

は

、

築

城

に

先

立

っ

て

実

施

さ

れ

た

加

古

川

の

付

け

替

え

工

事

と

今

津

町

の

関

係

、

お

よ

び

元

和

三

年

（

一

六

一

七

）

に

姫

路

藩

主

と

な

っ

た

本

多

忠

政

に

よ

る

高

砂

廃

城

後

の

市

街

地

整

備

を

検

討

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員

長

今

井

 

修

平

）

 

 

た 
 

か 
 

さ 
 

ご 
 

史 
 

話 
 

⑭ 

～

近

世

都

市

高

砂

の

成

立

（

１

） 

 
 

 
 

池

田

輝

政
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